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代用水苔の実験結果について

南 好彦・熊木i義房

　1ま　え　が　き

　園芸用として広く用いられている水：苔は，湿

原や腐植土上に群生している蕪i類の1種ミズゴ

ケ（Sphagnum　palustre）を乾燥したものであ

る。これらは野生のものであるとはいえ，その

採取や蒐集にはかなりの手数を要するため，市

価は相当高い。

　この点に注目して，帝人で新しく代用水苔が

試作された。この材料は戦時中の衣料と同様

に，いわゆるスフであるが，もしもこれが水苔

と同様な使用価値をもつならば，この代用水苔

の使用によって得られる園芸業者の便宜はかな

り大きいであろう。

　最初京大園芸学教室にその試験方を依頼され

たが，筆者らもこれを用いて実験を行い，その

利用価値について従来の水苔と比較検討した。

次にその概要を述べよう。

II実　験　方　法

　昭和37年7年7月より，同11月にわたって3つの実

験を行った。すなわち挿木実験，鉢植栽培実験と理学

的性質の試験であった。

　挿木実験では材料にサンスベリヤ　　（Sansevieria

nilotica　Baker）及びインドゴムノキ（Ficus　elastica

Roxb）を用い50×30×15cmの木箱にスフあるいは水

苔を入れ，7月7日に常法によって挿木した。40日後

の8月16日発生した根を水で洗い分けてその発生状態

や，発根率について調査した。なお挿穂の大きさはサ

ンスベリヤでは7cm，インドゴムノキでは12grとし

た。また挿穂の採取にあたっては，母体からの採取部

位による差をできるだけ少くするために両区均等に配

分した。挿木後これらの実験材料は，実験室の南向き

の窓際におき，施肥，灌水等の管理は普通の方法に従

った。

　鉢植栽培実験では，　マランタ　（Maranta　bicalor

Ker．）及びインコ・アナナス　（Vriesia　Psittacina

LindL）を用いた。

　マランタは予め株分けによって繁殖したが，このよ

うにして得られた材料は大小不同であったので（1．2

～3．7gr），これらは大きさの順序に1列に並び，こ

れから交互に10個体宛摘出して，それぞれ水苔区とス

フ区に分けた。なお両区の対応個体は葉の先端を適宜

切除して，重量をできるだけ揃えた。またインコ・ア

ナナスは各区8個体宛供試した。1，2の30あるいは

70grの例外はあったが，他は大体一様に50grであっ

た。7月7日に栽植して4ケ月後の11月7日に重量及

び子球の着生状態，並びに着蕾を調べた。施肥，灌水

などの管理は普通の方法に従った。

　次に理学的性質についての実験では，実際面を考慮

に入れ，スフあるいは水苔を素焼5寸鉢に詰め，これ

を窓際に並置してその後の水分の減少量，及び灌水に

よる増水量を調べた。両区それぞれ5鉢宛供試した。

III実　験　結　果

　挿木実験の結果は第1表及び第1図に示す通

りである。すなわち発根率ではサンスベリヤは

水苔区100％，スフ区80％で水苔区が勝り，イ

ンドゴムノキは水苔区40％，スフ区60％で逆に

スフ区が勝っていたとはいえ，生じた根の実際

の活性から見れば，サンスベリヤ，ゴム共に水

苔区の方が太く，勢力が強いように思われた。

　第2及び第3表並びに第2図は鉢植栽培実験

の結果を示す。先づ第2表からマランタでの結

果を見ると，植物体の生長は水苔区で勝るが，

反対に子球の着生はスフ区で良好であった。水

苔区では，第10個体を除く外は，何れも4ケ月

の生長期間に顕著な重量の増加を示したが，ス

フ区では同じ生長期間中に重量の増加を示した

ものは僅か半数の5個体のみで，しかもその増

加率も非常に低くかった。かつ枯死個体が全体

の20％にも達した。一方地下部の子球着生率は
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スフ区で勝り，スフ区の60％に対して水苔区は

40％であった。

　インコ・アナナスでは水苔区とスフ区との間

に重量増加率の有意差は見られなかった（第3

表）。しかし水苔区の植物体は葉色が一層濃厚

であった。そして着蕾率は10月10日現在ではス

フ区は62．5％，水苔区は25％で，実験打ち切り

の11月7日現在ではスフ区62．5％，水苔区50％

で，スフ区の着蕾は早く，且つ着蕾率は高かっ

た。

　第4表及び第3図はスフ及び水苔をそれぞれ

素焼5寸鉢に充填した後の重量の変化を示した

ものである。すなわちこれによると，スフ区も

水苔区も大体同様な速度で乾燥したが灌水によ

る水分増加率は水苔区で著しく高く大体スフ区

の2倍であった。なおスフ及び水苔区を低倍率

で顕鏡したが。スフは繊維間々隙が水苔に比し

て一層小さかった。

1V考　　　　　察

　サンスベリヤ，インドゴムノキを用いてのス

フ及び水苔の挿木比較試験では，ゴムは大きな

差はなかったが，サンスベリヤは水苔区の方が

断然優位なる発根率を示し，また発生した新根

の活力状態はサンスベリヤ，インドゴムノキ共

に水苔区の方が優勢であったということは，水

苔区はスフ区に比べて通気性が勝っているとい

うことによるものであろう。そのことはスフ及

び水苔のサンプルを低倍率で顕鏡して見ても明

らかであった。すなわちスフは繊維の塊りであ

り，繊維と繊維の間隙は比較的密であるのに比

し，水苔は植物或は器官の集合であり，それら

の間隙は大きく，かっまた水苔自体の構造は柔

細胞からなる鱗片の集合とも見倣されるもの

で，これら鱗…片の間の小間隙もまた保水や通気

を高めるのに役立つものであろうと考えられ

る。さらにまた，水苔区は主として柔細胞の寄

り集りでもあるから腐植も早く進み，新根発生

後の生長や活力にも有利に働くことが考えられ

る。

　鉢植の比較栽培に於て，マランタではスフ区

は水苔区に比して成育悪く，途中枯死するもの

も出たが，根部に子球の生じた割合はスフ区が

却って高かったということはスフ区は排水，通

気不良のため根の発育が抑えられ，ひいては地

上部の成育も悪くなったものと考えられる。そ

して全般に営養成長が抑えられた結果，地下部

に貯蔵器官が発達したものと考えられるが，も

しこの子球が園芸的に利用価値のあるものなら

ば，代用水苔としてのスフの利用も派生的なが

ら興味あることになる，インコ・アナナスを用い

ての鉢植栽培では成育状態はスフ区と水苔区と

で殆んど差がなかったが，葉色は水苔区が勝れ

ており，開花始めや開花率はスフ区が勝れてい

たということはマランタの場合と同じくスフ区

の成育抑制，或は水苔区の腐植化の影響がもた

らした結果と考えられる。シプリペデュウムで

の浅平ら（未発表）の研究もまた水苔区の著し

く良好なことを示し，本結果と全く一致した。

　スフ及び水苔を鉢に詰める際に，その堅さ加

減，水の絞り程度は主観により適切な量という

ものはそれぞれ異なるであろう。しかし筆者ら

の五寸鉢を用いての反復結果では，詰め終り，

灌水，水切り時の状態で，大体スフでは500～

600gr，水苔では400～430grであった。すなわ

ち同一容積ではスフの方は水苔よく重く，かつ

含水能力が低いと考えられる。スフの理学的性

質については，さらに種々の角度からの検討が

必要であると思われる。要するに，スフは園芸

用として水苔に劣ることは明らかであるとはい

え，代用水苔としての使用価値は全くないとは

断言し得ない。今後さらに理学的性質を調べ，

これに基いて，適当な使用方法及び作物を発見

することは，園芸の実際からも興味あることで

あろう。

V摘　　　　　要

（1）スフの代用水苔としての価値を挿木及び

鉢植栽培実験によって調べた。

（2）挿木実験では，インドゴムノキ及びサン
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スベリヤを用いた。発根率はサンスベリヤで

は水苔区が勝ったが，インドゴムノキでは水

苔区とスフ区の間に著しい差はなかった。し

かし新根の生長は両種とも水苔区は良好であ

った。

（3）鉢植栽培実験にはマランタとインコ・ア

ナナスを供試した。マランタは水苔区で一層

　よく生長したが，インコ・アナナスでは両区

　の差は見られなかった。反対にマランタでの

　子球着生及びインコ・アナナスでの着蕾はス

　フ区で一層良好であった。

（4）スフは水苔に比して一層重く，かつ含水

　力が劣った。

VI文献省略

第1表　スフ及び水苔中のサンスベリヤ及びゴムノキの発根状態
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第2表　スフ及び水苔中のマランタの発育状態と子球着生状態
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第3表　スフ及び水苔中のインコ・アナナスの発育状態と着蕾状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋は着蕾個体を示す）
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第4表　スフ及び水苔を充填した5寸素焼

　　　　鉢の重量変化状態
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第3図　スフ及び水苔を充愼した5寸素焼鉢の重

　　　量変化状態の図示
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第1図　サンスベリヤ及びゴムノキ挿穂のスフ及び水苔中における発根状態

　　　　　　　　　　　　　　　（両種とも左5個は水苔右5個はスフ）

第2図マランタ及びインコ・アナナスのスフ及び水苔中における発育，子

　　　球着生，着蕾状態　　　　　　　　（両種とも上段スフ下段水苔）
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On　the　horticultural　use　of　stable　fiber　as　a　substitute

　　　　　　　for“Mizugoke”（Sphagnum　Palustre　L．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshihiko　MINAMI　and　Yoshifusa　KuMAKI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY

　Asubstitute　for　Sphagnum，　a　sort　of　stable　fibre，　was　tested　f6r　its　hortic－

ultural　use　by　the　cutting　and　the　growing　experiments，　together　with

an　investigation　of　its　physical　nεtture．

　The　cuttlng　experiment　was　run　with　Sansevieria　nirotica　Baker　and　Ficus

elastica　Roxb．，　which　revealed　that　the　rooting　of　Sansevieria　nilotica　was　much

better　in　Sphagnum　than　in　stable　fibres，　though　a　significant　difference　in

rootlng　was　not　shown　by　Ficus　elastica　between　them．

　For　the　growing　experiment　Ureisea　psittacina　Lindl．　and　Maranta　bicolor

Rer．　were　used．　Maranta　plants　grew　more　vigorously　in　Sphagnum，　but　the

growth　of　Ureisea　plant　in　stable　fibre　was　as　good　as　in　Sphagnum．　Morever，

when　cultivated　in　stable　fibre，　the　bulb　formation　in　Maranta　and　the

flowering　in　Ureisea　were　promoted，　as　compared　with　when　cultivated　in

Sphagnum．

　Furthermore，　stable　fibre　was　heavier　than　Sphagnum　of　the　same　volume，

and　inferior　in　its　ability　of　containing　water　to　the　latter．


